
フリース トール・パーラー方式における搾乳環境の実態

[要約］フリーストール ･型二重二施設での捗乳環墜は日常の管理作業に左右され
るとともに、 生乳中の趨重堂は搾乳環境や搾乳作業の影響を受ける。 しかし、個体毎

の搾乳状態の観察が容易であり、 過搾乳防止効果が大きいことから生乳中の体細胞数
の低下に寄与する。
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［背景・ねらい］

フリーストール・パーラー方式の長所の一つとして、搾乳環境が衛生的に向上すると言
われているが、その実態は明らかにされていないため、県内でフリーストール・パーラー
方式を導入している農家の搾乳環境と衛生的乳質について実態を調査する。

［成果の内容・特徴］

①フリーストール及びパーラーの浮遊粉塵数、落下細菌数等の搾乳環境は管理面、特に飼
育密度、除ふん頻度、敷料交換回数、換気等の違いにより大きく左右される（表１）。

②パーラー施設の導入により個体毎の搾乳状態の観察が容易で過搾乳の防止効果が大きい
ことから、生乳中の体細胞数の低下に寄与する（表２）。

③生乳中の細菌数はパーラー内の搾乳環境だけでなく、牛体の汚れやミルカー等搾乳器具
の取扱の差による影響が大きい（表３）。

④フリーストール・パーラー方式牛舎の設置は衛生的乳質の向上につながる可能性はある
が、このためには、搾乳器具の適正管理、敷料の交換及びパーラー内の換気等が必要であ
る（表１，表３）。

［成果の活用面・留意点］

フリーストール・パーラー施設の導入を計画しているか又は既に導入している酪農家に
おける乳質改善のための指導資料として活用する。
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表１－飼養管理概況及び牛舎、パーラーの搾乳環境
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注）①パーラーの型式はＡ、Ｂがヘリンボーン、Ｃがアプレスト、Ｄは繋留方式
②牛舎及びパーラー内の気温19.3～25.6℃、湿度80.5～86.3％（平成4年8～10月）
③単位：飼育密度は頭数／牛床数、除ふん頻度は回／日、浮遊粉塵数及び落下細菌数

は個／分、ＮＨ３濃度はｐｐｍ

表２フリーストール・パーラー方式牛

舎設置前後の衛生的乳質の変化

農家

(参考）

平成３年度における県酪連全体で、

体細胞数30万未満の占める割合69.3

％、細菌数10万未満83.4％

区分設置一前壁一堂一』２
体細胞数細菌数体細胞数細菌数

生乳乳頭一ミルｶー生乳
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注）①単位：体細胞数は千個／画l、細菌数はCFU/ｍｌ

②調査時期：施設設置前後各３ケ月

表３乳頭、ミルカー付着及び生乳中の一般細菌数及び大腸菌群（単位:ＣＩＷ型l）
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